
「読書活動の意義」 

副校長 秋本 友美  

4月の全校保護者会で校長がお話をしました「学校経営計画」。これは、校長が「こ

のような学校をつくります」「このような児童・生徒を育てます」と宣言したもの、

いわゆるマニュフェストです。この学校経営計画には「目指す教職員の像」を軸に、

取り組み目標と具体的方策が 23項目示されています。その中の一つに「外部人材を

活用した図書の整理と読書活動の推進」があります。 

これを達成するために、「外部専門家を活用した教員コアチーム」が企画等を発信

し、夏季休業は、全教職員が集中してまず「読書環境の整備」を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細は、裏面を御覧ください。でも、「（図書室）環境を整備」して「本を増やすこ

と」が目標達成ではなく、実はここからが本丸なのです。 

「読書活動の推進」が謳われている根拠は、「第四次東京都子ども活動推進計画」

「子どもの読書活動の推進に関する法律」にあります。 

読書は、子どもたちの主体的・対話的な深い学びを実現するとともに、生涯にわた

って豊かに生きていく力の素地を育むことにつながります。「学びの基点」です。 

「本を読みたい！興味・関心の高まり」から「読解力の向上」や「読書に喜びを感

じたり、考えを深めたり、他の人へ伝えたりするための姿」が期待される学びです。 

そして、図書室は地域で言えば図書館です。図書館には、当然規則やマナーがあり

ます。教職員が、「図書室」を始め、校内のリソースを改めて社会や地域の中で例え

ると何に該当するのかを常に意識して指導・支援をすることが重要です。その指導・

支援が子供達のキャリア発達を促進させることにつながると考えるからです。 

最後に地域：篤志家の方々から、この「青山での（読書を通じた）学び」を後押し

してくれる本を多数寄贈していただきました。 

感謝申し上げます。「読書環境の整備・充実」がもたらす、 

青山特支の「読書活動の推進」、どうぞ御期待ください。 
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東京都立青山特別支援学校長   

中澤 将人 

はなみずき  
青山人権週間 10/7（月）～10/13（日） 

10月は「友達と一緒に活動しよう」がテーマです。 
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【お知らせ】 

【お知らせ】・スクールバス乗車届(11月分)提出締切は、10月 23日(水)です。 

・10月の学納金の引落しは、10月 10日（木）です。前日までに入金をお願いします。 

・10月より、HP上で保護者専用ページの運用を開始します。詳細は別途お知らせいたします。 

日 曜 予 定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 日 曜 予 定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

1 火 都民の日（学校閉庁日）   17 木 小５校外学習 ○ 14:05/15:40 

2 水 小１図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  ○ 14:05 18 金  ○ 14:05/15:40 

3 木 小６移動教室 ○ 14:05/15:40 19 土    

4 金  ○ 14:05/15:40 20 日    

5 土     21 月 教育実習(終) ○ 14:05/15:40 

6 日    22 火 小１校外学習 ○ 14:05/15:40 

7 月 
教育実習 青山人権週間  

○ 14:05/15:40 23 水 避難訓練（煙体験） ○ 14:05 

8 火 学校公開（２）  ○ 14:05/15:40 24 木 中２宿泊前検診 ○ 14:05/15:40 

9 水  ○ 14:05 25 金 学校運営連絡協議会 
中学部和太鼓教室 ○ 14:05/15:40 

10 木 中学部１年青山中学校交流 ○ 14:05/15:40 26 土    

11 金 中３校外学習 ○ 14:05/15:40 27 日    

12 土        28 月  ○ 14:05/15:40 

13 日    29 火  ○ 14:05/15:40 

14 月 スポーツの日   30 水  ○ 14:05 

15 火 学校見学日（中） ○ 14:05/15:40 31 木 中２移動教室（～11/１） ○ 14:05/15:40 

16 水 学校見学日（小） 
健康相談 ○ 14:05   

読書活動の充実に向けて                                                                    

                                             主幹教諭  岩本 真奈 

子供たちの読書活動の充実に向けて、ハード面の整備はおおむね 

完了しました。さて、ここからは、いかに読書活動を充実させていくかと 

いう、ソフト面の整備です。「子供たちが自ら図書に手を伸ばす魅力 

的な図書室作り」に向けて、まずは、図書室にたくさん活用できるよう 

に、本の場所やルールの見える化に取組んでいます。子供たちからは、 

「（図書室が）白くなった！」「使いやすい！」「電車の本がいっぱい！ 

」という声が上がり、キラキラした笑顔も図書室に広がっています。 

また、来年度の児童・生徒の学習で図書室を利用した国語の学習や、各教科等で調べ学習などができるよう、授

業計画の中に図書室利用を組み込んでいるところです。より身近なところでは、栄養士と連携をして、今月より「図書

室               コラボ給食」が始まりました。図書室にある絵本や教科書などに登場するおいしいメニュー 

を実際の給食メニューとして提供することで、子供たちが本を手に取り、興味をもつきっか

けの一つとなることを期待した取組です。 

学校経営計画では、年間200冊以上の図書の貸し出しが今年度の目標です。今後、貸し出した本の持ち帰りも

予定しています。御家庭でも本に触れ、読書に親しむ時間を設けることで、お子様の豊かな生活につながるよう、家庭

での「読書タイム」作ってみませんか。 

 

 

 

 

 

 （主幹教諭 和泉澤賢司） 

①R6.9~12

児童・生徒が、自ら図書に手を伸ばす魅力的な図書室作り

②R6.1~R7.7

地域資源を活用した読書活動の充実(電子図書含む)

③R7.9~

地域資源の図書館利用も含めた読書活動の充実

１０月予定表 都立青山特別支援学校 

学校評価アンケートの締め切りは１０月１１日（金）です。 


